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 そして、そのような運動のひろがりのなかで、地域にお

いて働き、所得を得ることができ、高齢者も子育て世代も

安心して暮らせる地域づくりをめざすべきだとする共感が

広がっている。農山漁村の活性化(むらづくり)と地方中核

都市の再生(まちおこし)を一体的に捉える住民運動が期

待され、そのような運動がさまざまなNPOの設立をともな

って取り組まれるようになっている。そして、内橋克人氏の

「食とケアとエネルギーの自立」をめざす地域社会の再生

理論が支持を得ているのは、そのような文脈のなかでの

ことであって、わが国におけるグローバリズムに対抗する

地域経済社会の再生には、まず何よりも地域住民の食の

保障（食の自立）が最も大きな課題のひとつだという認識

も広がっている。ここに地域農業と農産物流通のあり方を、

地域住民の食の自立を主眼とする方向に転換させること

の本質的意味があるといってよい。 

 

２ 求められる地域市場開発と地域流通の新たな展開 

 

(1)大都市中央卸売市場出荷についての改革 

 農基法農政以来の首都圏など一極集中型大都市市場

形成に対応した主産地形成と中央卸売市場大型広域流

通システムが構造的変化のただなかにある。首都圏への

一極的人口集中と小売流通における全面的なスーパー

支配、輸入増大と国内産地の供給力低下などは、卸売市

場間の競争を激化させ、地方都市中央卸売市場の卸売

会社を経営危機に追い込んでいる。また、主産地（農協）

は、共選場に集荷した青果物を全量遠隔地大都市中央

卸売市場に出荷(無条件委託販売)し、しかも卸売価格形

成にまったく受け身という販売戦略では、農協共販からの

組合員離れを押さえられなくなっている。 

 遠隔大都市市場への出荷については、消費構造や流

通システムの変化に対応して、生産品目や品種選択、さ

らに集荷・販売方法などの産地としての改革が求められ

る。 

(2)大型主産地から総合産地への転換、そして地域市場開

発と地域流通の新たな展開 

 都市農村交流・グリーンツーリズム（農村滞在型余暇活

動)とも連携した農産物直売所が、「地産地消」を合言葉

に農村地域のいたるところで開設され、地域の生産者と

「顔と顔のみえる関係」で食の安

全・安心と地域食文化アイデン

ティティを共有する消費生活文

化を消費者に提供している。

   グローバリズムの新局面にあ

って、大型主産地の形成に成功

した地域農業のこれからの展開

の基本は、大都市卸売市場へ

の共販出荷を抑えて、本格的な

地域市場の開発と地域流通の新たな展開をめざすことで

あろう。それは、地域 (基本は県域）の住民の食を基礎

的に支える「地域の食の自立」運動として、したがって農

業は地域住民に支えられる地域農業をめざすという、 住

民との広い合意形成が不可欠である。

   「地域ブランド」認証は、地域市場開発と「地域の食の

自立」 をめざす地域 (県域）住民のアイデンティティと生

活文化の共有意識・誇りを醸成することを主眼にすべき

である。 

 水田農業地域では、田畑輪換による水田農業の総合化

による農地利用率の向上や耕畜連携の推進による荒廃

棚田の復元、さらに放牧畜産・林畜結合の推進による農

地と里山の総合的利用による農業生産基盤の確保が求

められる。 

 大型主産地を形成した果樹農業地帯は、地域市場開拓

を視野に入れた産地の複合化をめざす生産品目や品種

選択が求められる。 

 

注2)なお、ここに展開したような大型主産地・広域流通

システムの再編と地域市場開発・地域流通の構築を前進

させていくうえで、今、農政に求められるのは構造改革

農政ではなく、輸入拡大と農産物価格下落のもとで深刻

化した農業危機に機敏に対処し、経営危機に陥った生産

者に対するセーフティネットを張ることである。

磯田宏・高武孝充・村田武編『新たな基本計画と水田

農業の展望』筑波書房、2006年参照。                    

著書

『地域発・日本農業の再構築』筑波書房 (2008/03)
『戦後ドイツとEUの農業政策』筑波書房 (2006/10) 
『現代東アジア農業をどうみるか』筑波書房 (2006/04) 
『コーヒーとフェアトレード』筑波書房 (2005/01) 
『再編下の世界農業市場』筑波書房 (2004/03) 他

－�－



2008 4 25 25 2001 4 5

－�－



2008 4 25 25 2001 4 5

－�－



2008 4 25 25 2001 4 5

－�－



2008 4 25 25 2001 4 5

－�－



4 2007 10 25 25 2001 4 5

20 64 65 79

－�－


